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研究概要 

過剰な食物摂取や偏った食事および運動不足などに代表される生活習慣の乱れは、生体機能に異常をきたし、さま

ざまな病気、すなわち生活習慣病を引き起こす。これらの生体機能の異常は、健康寿命を短縮することから、正常

あるいは理想的なエイジングを妨げ、QOL の低下を引き起こすと考えられる。本課題においては、日ごろの食生活

に着目し、食生活に直結する食事の開発を通して、健康寿命を短縮するような疾病の発症を予防し、阻止すること

を目的とする。また、アンチエイジング弁当の効果を科学的エビデンスに基づいて実証することを目指す。2019 年

度は、アンチエイジング弁当にふさわしい食材の探索を行うとともに、その効果について検証を行った。 

研究成果 

１．研究分担者の森川教授は、特定保健用食品 サラシア について、食事に含まれる糖の吸収をおだやかにするは

たらきを明らかにし、その研究成果について国際シンポジウムで発表した。また、特定保健用食品 サラシア によ

る共同研究企業ならびに大阪府との包括連携協定による『健活 10』プロモーションを行った。 

 

２．研究分担者の遠藤教授のグループは、果実収穫後の剪定時に得たウンシュウミカン（Citrus unshiu）の葉の

リパーゼ阻害を指標に肥満予防効果を検討した。その結果、葉はリパーゼ阻害作用を示し、主有効成分として

nobiletin、rutin および hesperidin を同定し、剪定破棄されるウンシュウミカン葉が肥満予防素材になりうる可

能性を見出した。 

 

３．日本人のたんぱく質摂取量は年々減少しており、高齢者の骨格筋萎縮（フレイル）防止等の目的で 2020 年版

の日本人の食事摂取基準では、たんぱく質の推奨量および目標量が改訂された。糖尿病患者はサルコペニアになり

やすいとの報告もあることから、たんぱく質を摂取することが重要であると考えられる。一方で、現在のところ日

本糖尿病学会が推奨している食事療法については、三大栄養素のバランスが糖尿病患者にとって血糖管理と健康管

理の両面で最良であるというエビデンスは示されておらず、たんぱく質・脂質には血糖上昇を抑制する効果が示唆

されているものの、これらが血糖値に与える影響については不明である。そこで、分担研究者の木戸准教授は、た

んぱく質エネルギー比率を 9.6％、21.6％、35.1％に調整した試験食（P9.6％食、P21.6％食、P35.1％食、タンパ

ク質以外のエネルギー、糖質などは等量になるよう栄養価を調整）を喫食した後の血糖変動を調べた。その結果、

食後 60 分以降で P35.1％食群が P9.6％食群に比べ血糖値の上昇割合が有意に低下していたが、P26.1％食群と

P35.1％食群の間に有意な差は認められなかった。また、タンパク質は等量で、動物性たんぱく質比率 70％あるい

は植物性たんぱく質比率 70％に調整した試験食（動物 70％食、植物 70％食、三大栄養素は等量）を提供した際の

食後血糖変動割合についても同様に検討した。その結果、食後 90 分以降で動物 70％食群が植物 70％食群に比べて

血糖値の上昇割合が有意に低下していた。これらの結果より、たんぱく質の量・質の違いが食後血糖に影響するこ

とが明らかとなり、より効果的な血糖管理を実現するためには、糖質の量のみならず、タンパク質を含めた他の栄

養素との摂取バランスが重要であることが示唆された。 

 

４．血管内皮細胞の機能障害は、生活習慣病である心筋梗塞や脳梗塞の原因となる血栓症の危険因子であることか

ら、分担研究者の上嶋は、培養血管内皮細胞および塩化鉄（FeCl3）誘導頸動脈血栓モデルラットを用いてオキナワ

モズク（Cladsiphon Okamuranus）の抗血栓効果について検討した。その結果、オキナワモズク抽出物は血液中の

線溶活性を増強することで血管内皮細胞傷害による血栓形成を抑制することが示唆された。 
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特定保健用食品 サラシア による共同研究企業ならびに大阪府との包括連携協定による『健活 10』プロモーショ

ン(2020.4.1〜) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


